
至誠館大学シラバス 2017(仮) 

講義コード  科目区分 専門教育科目 

(フリガナ) ソツギョウケンキュウシドウ (フリガナ) タカハシ カズエイ 

授業科目名 卒業研究指導 担当教員名 高橋 一栄 

英文授業科目名 Undergraduate research projects 

基準年次(開講期) 4年（通年） 履修形態 必修 

曜日/ 時限/ 講義室 木 2限／池袋 

授業の方法 演習 
授業の方法 

（詳細情報） 
演習 

単位 4 週時間 4 

授業のキーワード 仮説検証型論文、リサーチ、データ集約 

授業概要・目的 

本演習では、次の 3点を中心に学習する 

1) 研究論文の備えるべき要件について,具体的に数本の論文を参考にして理解する。 

2) 論文作成の手順、リサーチ方法等について、具体的に資料を使用して理解する。 

3) 自身の研究課題に従って、リサーチ等を実施し、卒業論文を作成し、発表する。 

到達度評価の評価項目 

（知識・理解） 

・研究論文とは、どのような構成で作成されているのか、説明することができる。 

（知的能力・技能） 

・仮説検証型論文の制作方法について、ゼミ生相互に発表しながらまとめたり、検討したりすることができる。 

 

第 1回 
ガイダンス・オリエンテーション 

 具体的論文を例にして、論文のアウトラインをイメージする 

第 2回 
高齢者論文１ 輪読 

 「歩行能力と筋力」① 

第 3回 
高齢者論文１ 輪読 

 「歩行能力と筋力」② 

第 4回 
高齢者論文１ 輪読 

 「歩行能力と筋力」③ 

第 5回 
高齢者論文２ 輪読 

 「高齢者健脚度検査と歩行能力の比較」① 

第 6回 
高齢者論文２ 輪読 

 「高齢者健脚度検査と歩行能力の比較」② 

第 7回 
高齢者論文３ 輪読 

 「高齢者健脚度検査と歩行能力の比較」③ 

第 8回 
論文作制のポイント理解 

 論文の構成、研究仮説、仮説から結論の導き方 

第 9回 
卒業論文作制演習① 

 研究仮説設定 

第 10回 
卒業論文作制演習② 

 リサーチ調査項目設定 

第 11回 
卒業論文作制演習③ 

 卒論項目、１．はじめに、２．研究内容、３．研究方法執筆 

第 12回 
卒業論文作制演習④ 

 卒論項目、１．はじめに、２.研究内容、３．研究方法執筆 

第 13回 
卒業論文作制演習⑤ 

 卒論項目、１．はじめに、2．研究内容、３．研究方法執筆 

第 14回 
卒業論文作制演習⑥ 

 卒論項目、１．はじめに、２．研究内容、３．研究方法執筆 

第 15回 
まとめ 後期でのレサーチ活動や論文作成のスケジュール制作 

 各自の研究仮説に従ってスケジュール作成 

教科書・参考書等 高橋の研究論文５本 「高齢女性における大腰筋、大腿四頭筋の年齢による変化」他 

授業で使用する機器等 ペーパー資料、パワーポイント 

予習・復習へのアドバイス 自分の問題意識を,つねに明確にしておく 

履修上の注意・受講条件等 必修科目 

成績評価の基準等 研究仮説設定能力(20/100),リサーチ能力(30/100),論文制作能力（50/100） 

メッセージ 遅刻厳禁、欠席する場合は事前にラインで連絡すること 

オフィスアワー  

その他  

 

授　業　計　画


